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総合戦略プラン改訂案に係るパブリックコメント結果 

 

１ 実施期間 

  ・平成 29 年１月 20 日（金）～２月 20 日（月） 

 

２ 周知方法 

  ・町ホームページ 

  ・地方紙 

 

３ 募集資格 

  ・本町に在住、在勤、在学の方 

  ・本町に事務所または事業所をお持ちの方 

 

４ 公表場所 

  ・町ホームページ 

 

５ 提出方法 

  パブリックコメント記入用紙に、必要事項を記入の上、役場地域政策課へ持参、

郵送、電子メールのいずれかにより提出。 

 

６ 募集結果（２名から９件） 

項番 ご 意 見 町の考え方／反映状況 

1 私は湯河原町に移住して６年目を迎えましたが温暖で自然豊か

なこの地に来てとても満足しております。 

湯河原町の人口を増やすには移住者促進を積極的に行うべきだ

と痛感しておりますが若年層の移住は仕事とのセットが必要で一

朝一夕には進みません。 

今、もっとも人口構成の高い団塊の世代のリタイアが進行してい

ます。この人たちが第二の人生を過ごしたい地として湯河原は最有

力候補と思われます。６５歳前後でまだまだ元気、富裕層でもあり

経験知識も豊富で行政のサポートや空き家、休耕地（農園）対策に

もなり更には観光客誘致にもつながります（私も移住して友人知人

親戚他１００人以上宿泊させています）。 

そこで移住経験者が湯河原町の良さを直接移住希望者に説明す

ることでよりリアルに感じてもらえると思います。移住経験者のボ

ランテイアチームを作り体験ツアーなど企画案内すれば接点が生

まれ移住後の定着もスムースになります。 

私もふれあい農園で野菜作りを楽しみながら元気で過ごしてお

ります。是非移住者促進のお手伝いが出来ればと願っております。 

町では神奈川県が主催する

「移住説明会（東京）」で本町

の PR を行ってきました。 

 その際、移住者をパネラー

とした移住 PR を実施したい

と考えております。 

 そこで、移住経験者を募り、

移住 PR にご協力いただきた

いと考えます。 

 

↓ 

【反映】 

基本目標２ 

２）湯河原町への移住 PR 事業 

今後の検討事項等へ「移住経

験者の協力体制を推進」を追

加。 
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2 【基本目標１】１）道の駅の設置事業 

「新たな雇用を生む産業の振興」という観点だけでなく、観光振

興や地域コミュニティの醸成など、様々な効果が見込める事業だと

思います。 

例えば未病関連施設を取り入れるなど、県とも連携して精力的に

取り組んでいただきたい一方、渋滞が発生しないよう、交通対策も

十分行っていただきたいと思います。 

 「（仮称）ゆがわら道の駅整

備検討委員会」では、小田原

警察署や国・県の関係機関も

委員に含め、交通対策も検討

事項として進めております。 

 

↓ 

【参考】 

3 【基本目標１】２）企業等の誘致事業 

「官民協同」ではなく「官民協働」でしょうか。 

 ご指摘のとおり、訂正いた

します。 

 

↓ 

【反映】 

基本目標１ 

２）企業等の誘致事業 

「官民協同」を「官民協働」

へ文字訂正。 

4 【基本目標１】３）スポーツイベントの開催事業 

「する」スポーツに主眼が置かれているように感じますが、「見

る」スポーツとして、レベルの高いチームの試合を誘致し、観戦す

る機会を増やすということも考えられるのではないでしょうか。 

 実現可能な施設が無いこと

から、今後の検討課題とさせ

ていただきます。 

 

↓ 

【参考】 

5 【基本目標１】６）駅周辺（商店街等）の活性化事業 

観光客向けの土産物店は立地している一方で、例えば本屋やレン

タル CD ショップ、服屋など、町民が利用するための生活利便施設

が少ないと感じます。 

単発のイベント開催だけではなく、町民のニーズに合った店舗の

誘致に努め、町内での消費を喚起していただきたいと思います。 

 引き続き商工団体と連携

し、基本目標２「10 創業支援

セミナーの開催事業」と合わ

せ、新規開業支援を推進して

まいります。 

 

↓ 

【参考】 

6 【基本目標２】５）小田急線ロマンスカーの乗り入れ誘致事業 

実現すれば、観光客の誘致及び通勤利用者の利便性向上策として

非常に効果的だと思いますので、「検討」ではなく実際に要望して

いただきたいと思います。 

また、鉄路だけではなく、道路についても、特に休日における国

道 135 号の渋滞は激しく、日常生活にも支障をきたしているため、

西湘バイパスの延伸や伊豆湘南道路の早期建設、広域農道小田原湯

河原線の早期整備などについて、関係機関への働きかけを強めてい

 小田急線ロマンスカーの乗

り入れにつきましては、所定

の手続きを踏み、プラン記載

の会議体へ要望を検討してま

いります。 

また、国道 135 号の渋滞緩

和に係る道路の整備について

の関係機関への働きかけは、
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ただきたいと思います。 各協議会等を通じて、長年実

施しておるところです。 

 

↓ 

【参考】 

7 【基本目標３】１）産科医等の誘致事業 

「あらゆる方策を検討」するため、例えば小田原医師会など、JCHO

湯河原病院以外への働きかけを検討してみてはいかがでしょうか。 

 JCHO 湯河原病院以外への働

きかけ、として検討してまい

りたいと考えます。 

 

↓ 

【反映】 

基本目標３ 

１）産科医等の誘致事業 

今後の検討事項等へ「産科

医誘致や広域での充実につい

て方策を検討」を追加。 

8 【基本目標４】６）交通不便地域の解消に向けた事業 

平成 29 年度以降の具体的なスケジュールが見えません。平成 28

年度に地域公共交通会議を設置し、平成 29 年度から検討を進める

という理解で良いのでしょうか。 

 平成 28年度では今後のスケ

ジュールを中心に進めてお

り、具体な計画策定は平成 29

年度、実証実験は平成 30 年度

で進める計画です。 

 

↓ 

【参考】 

9 【基本目標４】６）交通不便地域の解消に向けた事業 

リード文の表現については、「検討・実施します。」ではなく、「検

討・実施する。」でしょうか。 

ご指摘のとおり、語尾を他

の事業にそろえます。 

 

↓ 

【反映】 

基本目標４ 

６）交通不便地域の解消に向

けた事業 

文中の語尾について、「検

討・実施します。」を「検討・

実施する。」へ訂正。 

    ・反映：４件 

    ・参考：５件 


